
ねらい


　　　　　　　　
※時間は目安です

１　オリエンテーション【３分】　　・・・　ファシリテーター ＝ 防災主任が進めます。
　①　本日のねらい・流れの説明
②　本日の趣旨説明
　（　③　ワークショップの趣旨・流れの確認　）
	○チェックイン【①と②あわせて約５分　１人１分を厳守】　　　　　 ・・・　時間がない場合は省略します
①　自己紹介をする。
　グループ進行役から自己紹介をする。

②　感じていること，思いを発表する。
　　　グループ進行役からワークショップを前に感じていることや思いを発表する。


２　防災ワークショップ・校外学習編
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　グループ進行役の先生に進行をお任せします。
	校外学習等で災害が発生した場合に起こり得る危険とそれに対する事前対策，指導を考える。


　①　写真を確認する。【①②合わせて２分】
・各自写真を見て，イメージする。
②　想定した状況を確認する。
※（例）『校外学習中の○○駅構内です。日時は○月○日10時30分。これから電車に乗ろうと○○駅構内を移動しているときに，地震による非常に強い揺れが発生。』  
③　「考えられる危険」を付箋（色Ａ）に書き出し，写真の該当場所に貼る。【４分】　
　　・写真に写っていない様々な状況や様子も考える。
・物理的な危険だけでなく，人間の心理や行動に関する危険も考える。
・１枚の付箋に１つのことを書く。・考えられるだけたくさん挙げる。
④　「考えられる危険」について発表し，グループで話合いをする。【６分】
　・各自自分の書いた付箋を基に，該当場所と考えられる危険について発表をする。１人１分以内。
※話合いのポイント

「特に危険だと考えられること」　　

⑤　「具体的な対策」や「児童生徒等への指導」を考え，付箋（色Ｂ）に書き出し，写真の該当場所に貼る。【４分】
　　・１枚の付箋に１つのことを書く。・考えられるだけたくさん挙げる。
・自分の付箋だけでなく，他の先生方の貼った付箋紙についても書く。
　
⑥　「具体的な対策」や「児童生徒等への指導」について発表し，グループで話合いをする。【６分】
　　・各自自分の書いた付箋について発表する。１人１分以内。
※話合いのポイント
「今発表してもらった対策や指導が実行可能か」「どの場面での指導が可能か」

⑦　付箋（色Ｂ）を模造紙にグループ化し，共通のキーワードでまとめる。【６分】
・付箋（色Ｂ）をグループ化して，模造紙に貼り，共通のキーワードでまとめる。

・まとめているときに新たな気付きがあれば，付箋を追加したり，直接模造紙に書き込んだりしながら，
グループの意見を集約する。
３　防災ワークショップのまとめ【10分】　　　・・・　ファシリテーター ＝ 防災主任が進めます。
①　全体シェアリングをする。

　・写真，模造紙を用いて，グループごと発表し合う。


②　防災ワークショップの振り返りをする。

	○チェックアウト【約５分　１人１分を厳守】・・・チェックインを省略した場合は，チェックアウトも省略します。
①　今日の活動を受けて，得たこと，学んだこと，感想などを発表する。



	


	


	


	


防災ワークショップ・校外学習編　ワークシート








・校外学習等で災害が発生した場合に起こり得る危険とそれに対する事前対策，指導について考察すること


ができるようにする。


・防災ワークショップを通して，全教職員が参加し，防災意識，防災対応能力の向上につなげることができるようにする。
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話し合った内容





話し合った内容





他のグループ発表内容





【メモ】








